
○ 新 宿 区 住 宅 宿 泊 事業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 に 関 す る条 例  

（ 平 成 29 年 12 月 1 1 日 条 例 第 37 号 ）  

 

（ 目 的 ）  

第 1 条  こ の 条 例 は 、 住 宅 宿 泊 事 業 法 （ 平 成 29 年 法 律 第 65 号 。 以

下 「 法 」 と い う 。 ） に 基 づ き 規 定 す べ き 事 項 及 び 法 に 定 め る も の

の ほ か 住 宅 宿 泊 事 業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め

る こ と に よ り 、 住 宅 宿 泊 事 業 に 起 因 す る 事 象 に よ る 生 活 環 境 の 悪

化 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 2 条  こ の 条 例 で 使 用 す る 用 語 の 意 義 は 、 法 （ 第 2 条 第 4 項 を 除

く 。 ） で 使 用 す る 用 語 の 例 に よ る 。  

２  こ の 条 例 に お い て 「 住 宅 宿 泊 事 業 者 」 と は 、 法 第 2 条 第 4 項 に

規 定 す る 住 宅 宿 泊 事 業 者 で あ っ て 、 そ の 営 む 住 宅 宿 泊 事 業 が 新 宿

区 （ 以 下 「 区 」 と い う 。 ） の 区 域 内 （ 以 下 「 区 内 」 と い う 。 ） に

存 す る 住 宅 に 係 る も の で あ る も の を い う 。  

（ 区 の 責 務 ）  

第 3 条  区 は 、 第 1 条 に 規 定 す る 目 的 を 達 成 す る た め 、 住 宅 宿 泊 事

業 の 適 正 な 運 営 の 確 保 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 及 び こ れ を 実 施 す

る も の と す る 。  

２  区 は 、 前 項 の 施 策 を 実 施 す る に 当 た っ て は 、 警 察 、 消 防 そ の 他

の 関 係 機 関 と 連 携 す る も の と す る 。  

（ 区 民 の 責 務 ）  

第 4 条  区 民 は 、 区 が 実 施 す る 前 条 第 1 項 の 施 策 に 協 力 す る よ う 努

め る も の と す る 。  

（ 住 宅 宿 泊 事 業 者 の 責 務 ）  

第 5 条  住 宅 宿 泊 事 業 者 は 、住 宅 宿 泊 事 業 の 実 施 に よ り 届 出 住 宅（ 法

第 2 条 第 5 項 に 規 定 す る 届 出 住 宅 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 周 辺 地

域 の 生 活 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

（ 宿 泊 者 の 責 務 ）  

第 6 条  宿 泊 者 は 、 届 出 住 宅 を 利 用 す る に 当 た っ て は 、 届 出 住 宅 の

周 辺 地 域 の 生 活 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い よ う に し な け れ ば な ら

な い 。  

（ 周 辺 地 域 の 住 民 に 対 す る 説 明 等 ）  

第 7 条  住 宅 宿 泊 事 業 を 営 も う と す る 者 は 、 住 宅 宿 泊 事 業 を 営 も う



と す る 住 宅 ご と に 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 法 第 3 条 第 1 項 の

届 出 を し よ う と す る 日 の 7 日 前 ま で に 、住 宅 の 周 辺 地 域 の 住 民（ 住

宅 を 構 成 す る 建 築 物 に 居 住 す る 者 そ の 他 の 新 宿 区 規 則 （ 以 下 「 規

則 」 と い う 。 ） で 定 め る 者 に 限 る 。 ） に 対 し 、 書 面 に よ り 説 明 し

な け れ ば な ら な い 。  

⑴  商 号 、 名 称 又 は 氏 名 及 び 連 絡 先  

⑵  住 宅 が 住 宅 宿 泊 事 業 の 用 に 供 さ れ る も の で あ る こ と 。  

⑶  住 宅 の 所 在 地  

⑷  住 宅 宿 泊 事 業 を 開 始 し よ う と す る 日  

⑸  法 第 9 条 第 1 項 （ 法 第 36 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ）

の 規 定 に よ り 宿 泊 者 に 対 し て 説 明 す べ き 同 項 に 規 定 す る 事 項  

⑹  法 第 11 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託（ 以 下

単 に 「 住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 」 と い う 。 ） を す る 場 合 に お い

て は 、 そ の 相 手 方 で あ る 住 宅 宿 泊 管 理 業 者 の 商 号 、 名 称 又 は 氏

名 及 び 連 絡 先  

２  住 宅 宿 泊 事 業 を 営 も う と す る 者 は 、 法 第 3 条 第 1 項 の 届 出 の 際

に 、 併 せ て 、 前 項 の 規 定 に よ る 説 明 を 行 っ た 旨 及 び そ の 内 容 を 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 区 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

３  住 宅 宿 泊 事 業 者 は 、 第 1 項 第 1 号 、 第 5 号 又 は 第 6 号 に 掲 げ る

事 項 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 変 更 し よ う と す る 日 の 7 日 前 ま

で に 、 そ の 旨 を 第 1 項 の 住 宅 の 周 辺 地 域 の 住 民 に 対 し 、 書 面 に よ

り 説 明 し な け れ ば な ら な い 。  

４  住 宅 宿 泊 事 業 者 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 説 明 を 行 っ た と き は 、 速

や か に 、 そ の 旨 及 び 内 容 を 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 区 長 に 報 告

し な け れ ば な ら な い 。  

（ 廃 棄 物 の 適 正 処 理 ）  

第 8 条  住 宅 宿 泊 事 業 者 は 、 住 宅 宿 泊 事 業 の 実 施 に 伴 っ て 生 じ た 廃

棄 物 を 自 ら の 責 任 に お い て 適 正 に 処 理 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 苦 情 等 及 び そ の 対 応 の 記 録 ）  

第 9 条  住 宅 宿 泊 事 業 者 は 、法 第 10 条 の 規 定 に よ り 届 出 住 宅 の 周 辺

地 域 の 住 民 か ら の 苦 情 及 び 問 合 せ （ 以 下 「 苦 情 等 」 と い う 。 ） に

対 応 し た 場 合 に は 、 当 該 苦 情 等 を 受 け た 日 並 び に 当 該 苦 情 等 及 び

対 応 の 内 容 を 記 録 し 、当 該 記 録 を 3 年 間 保 存 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 が さ れ た 場 合 の 適 用 除 外 及 び 住 宅 宿 泊

管 理 業 者 へ の 準 用 ）  



第 10 条  第 5 条 及 び 前 2 条 の 規 定 は 、住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 が さ

れ た 届 出 住 宅 に お い て 住 宅 宿 泊 事 業 を 営 む 住 宅 宿 泊 事 業 者 に つ い

て は 、 適 用 し な い 。  

２  第 5 条 及 び 前 2 条 の 規 定 は 、 住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 が さ れ た

届 出 住 宅 に お い て 住 宅 宿 泊 管 理 業 を 営 む 住 宅 宿 泊 管 理 業 者 に つ い

て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 前 条 中 「 法 第 10 条 」 と あ る の

は 、 「 法 第 36 条 に お い て 準 用 す る 法 第 10 条 」 と 読 み 替 え る も の

と す る 。  

（ 住 宅 宿 泊 事 業 の 実 施 の 制 限 ）  

第 11 条  法 第 18 条 の 規 定 に よ り 、 住 居 専 用 地 域 （ 都 市 計 画 法 （ 昭

和 43 年 法 律 第 100 号 ）第 8 条 第 1 項 第 1 号 に 掲 げ る 第 1 種 低 層 住

居 専 用 地 域 、 第 2 種 低 層 住 居 専 用 地 域 、 第 1 種 中 高 層 住 居 専 用 地

域 及 び 第 2 種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お い て

は 、 月 曜 日 の 正 午 か ら 金 曜 日 の 正 午 ま で は 、 住 宅 宿 泊 事 業 を 実 施

す る こ と が で き な い 。  

２  届 出 住 宅 を 構 成 す る 建 築 物 の 敷 地 が 住 居 専 用 地 域 の 内 外 に わ た

る 場 合 に お い て 、 当 該 敷 地 の 過 半 が 住 居 専 用 地 域 に 属 す る と き

は 、 当 該 敷 地 は 住 居 専 用 地 域 内 に あ る も の と み な し て 、 前 項 の 規

定 を 適 用 す る 。  

（ 届 出 住 宅 の 公 表 ）  

第 12 条  区 長 は 、届 出 住 宅 に 関 す る 次 に 掲 げ る 事 項 を 公 表 し な け れ

ば な ら な い 。  

 ⑴  所 在 地  

 ⑵  住 宅 宿 泊 事 業 者 の 連 絡 先  

 ⑶  第 7 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 説 明 が 完 了 し た 年 月 日  

 ⑷  そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項  

２  住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 が さ れ た 届 出 住 宅 に つ い て の 前 項 第 2

号 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 号 中 「 住 宅 宿 泊 事 業 者 の 連 絡 先 」

と あ る の は 、 「 住 宅 宿 泊 管 理 業 務 の 委 託 の 相 手 方 で あ る 住 宅 宿 泊

管 理 業 者 の 商 号 、 名 称 又 は 氏 名 及 び 連 絡 先 」 と す る 。  

（ 建 物 又 は 土 地 の 提 供 者 等 の 責 務 ）  

第 13 条  区 内 に 存 す る 建 物（ そ の 一 部 を 含 む 。）又 は 土 地 を 他 人 に

提 供 す る 者 は 、 当 該 提 供 に 係 る 契 約 （ そ の 更 新 の 契 約 を 含 む 。 ）

の 締 結 に 際 し て 、 当 該 建 物 又 は 当 該 土 地 に 建 築 す る 建 物 に お け る

住 宅 宿 泊 事 業 の 実 施 の 可 否 を 当 該 契 約 書 に 記 載 す る よ う 努 め な け



れ ば な ら な い 。  

２  区 内 に 存 す る 建 物 の 区 分 所 有 者 （ 建 物 の 区 分 所 有 等 に 関 す る 法

律 （ 昭 和 37 年 法 律 第 69 号 ） 第 2 条 第 2 項 に 規 定 す る 区 分 所 有 者

を い う 。 ） は 、 当 該 建 物 に お け る 住 宅 宿 泊 事 業 の 実 施 の 可 否 を 規

約 等（ 同 法 第 30 条 第 1 項 の 規 約 及 び 当 該 規 約 に 基 づ き 定 め る 細 則

等 を い う 。 ） に 定 め る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

（ 規 則 へ の 委 任 ）  

第 14 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。  

 

附  則  

 

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は 、平 成 30 年 6 月 15 日 か ら 施 行 す る 。た だ し 、第 13

条 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 第 7 条 第 1 項 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 3

項 の 規 定 は 同 年 3 月 15 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

２  住 宅 宿 泊 事 業 を 営 も う と す る 者 で あ っ て 法 附 則 第 2 条 第 1 項 前

段 の 届 出 を し よ う と し 、 又 は し た も の に つ い て の 第 7 条 第 1 項 の

規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 法 第 3 条 第 1 項 の 届 出 を し よ う

と す る 日 」 と あ る の は 、 「 こ の 条 例 の 施 行 の 日 」 と す る 。  

３  前 項 に 規 定 す る 者 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で に 、 同 項

の 規 定 に よ り 読 み 替 え て 適 用 す る 第 7 条 第 1 項 の 規 定 に よ る 説 明

を 行 っ た 旨 及 び そ の 内 容 を 同 項 の 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 区 長

に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

４  前 項 の 規 定 に よ る 報 告 を 行 っ た 者 に つ い て は 、 第 7 条 第 2 項 の

規 定 は 、 適 用 し な い 。  

 

 


